第十三課　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かのう),可能)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひょうげん),表現)
スタートテスト

問題I　どちらか適当な方を選びなさい。

1． わたしはにほんごが少し
{話せます　話させます}。

2． この部屋は何時まで｛使える　使う｝ことができますか。

3． ＜面接試験で＞

会社の人：田中さんは中国語が{させられますか　出来ますか}。

4． 私はカタカナの言葉が{覚えれません　覚えられません}。

5． ＜日本語の教室で＞

A：この漢字が{読めますか　できますか}。　南
B：はい、「みなみ」です。

問題II　どちらか適当な方を選びなさい。

1． 山田さん、あの本棚の上に箱をとってくださいよ。背が高いから、｛とる　とれる｝でしょう。

2． この窓は壊れていて｛開かないんです　開けないです｝。

3． あれ、電気が｛つきません　つけません｝。壊れたのででしょうか。

4． この荷物は大きすぎてこの袋には｛入りません　入れません｝。

5． EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおやま),大山)さんが疲れたからEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すわ),座)りたいと言っています。でも、体が大きいので、この小さいいすには{座らないのです　座れないのです}。

ポイント１－１可能表現の意味

（１）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぎじゅつてき),技術的)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しんたいてき),身体的)なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のうりょく),能力)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あらわ),表)すEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ばあい),場合)
タンさんはギターが弾けます。

山田さんはとても早く走ることができます。

（２）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうきょう),状況)やEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),決)まりなどで可能・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふかのう),不可能)の場合。

山の上では夏でもスキーができます。

日本では、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほうりつ),法律)でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はたち),二十歳)にならないとお酒が飲めません。

ポイント１－２　可能表現の形
（1） 辞書形＋ことができます　名詞＋できます

タンさんは日本語を話すことができます。

タンさんは日本語ができます。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほうそうきょく),放送局)は、２時からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けんがく),見学)
ができます。

＊「Nができます」のNは、する動詞の名詞の部分（見学、練習など）や、「外国語、スプーン、スポーツ、楽器」などの名詞。

（２）可能動詞　――＞　ポイント２
問題１　「ことができます／できません」を使って、文を完成しなさい。
例　A：リユウさんは一人で空港まで行くことができますか。

　　B：もちろんできます。

1． A：日本では、高校生アルバイトをすることができますか。

B：だいぞうぶですよ。

２．学生
：この図書館では、辞書を借りることができますか。

　　図書館員
：すみません。辞書と雑誌の貸し出し
はしていません。

3． 病院の前に車を止めることができますか。
4． サウナには一日しかいなかったので、あまり見物
をすることができませんでした。
5． 外はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おおあめ),大雨)で、かさをささない
で歩くことができませんでした。

ポイント２　可能動詞

（1） 可能動詞作り方

	動詞１
	会う　－＞会える

書く　－＞書ける

立つ　－＞立てる

飛ぶ　－＞飛べる
	動詞２
	食べる　－＞食べられる

見る　－＞　見られる

	
	
	動詞３
	来る　－＞　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),来)られる

する　－＞　できる


（2） 注意

1 コンピューターを使う。　－＞　コンピューターが使える。

2 「辞書形＋ことができます」と可能動詞はほとんど同じように使えます。ただし、可能動詞のほうがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こうごてき),口語的)です。
まだ、ほかのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ことば),言葉)がついて、動詞そのまま
の形にならないときは「～ことができますか」のほうが多く使われます。

私はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅうごくご),中国語)の文を読むことだけできますが、話すことはほとんどできません。


EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅぎょうちゅう),授業中)、携帯電話を受けたり掛けたりすることはできません。


EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にゅうじょうけん),入場券)を買わないで会場に入ることはできません。


とてもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つか),疲)れていて、立ち上がる
こともできません。

問題２－１　表の中に可能動詞をかきなさい

	書く
	書ける
	走る
	走れる

	帰る
	帰れる
	飲む
	飲める

	置く
	置ける
	持つ
	持てる

	話す
	話せる
	起きる
	起きられる

	遊ぶ
	遊べる
	食べる
	食べられる

	読む
	読める
	する
	できる

	泳ぐ
	泳げる
	来る
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),来)られる

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はこ),運)ぶ
	運べる
	覚える
	覚えられる

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はい),入)る
	入れる
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),入)る
	入れる

	歩く
	歩ける
	行く
	行ける


問題２－２　(　)の中の動詞を可能動詞にして、＿＿の上に書きなさい。

例１　めがねをかけると、小さい字でも良く読めます。(読む)

例２　この本は漢字が多いので、難しくて読めません。（読む）

1． 一日に幾つ新しい漢字が覚えられますか。(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おぼ),覚)える)

2． この荷物は重くて一人で運べません。(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はこ),運)ぶ)

3． この子はまだ小さいので、一人お風呂に入れません。(入る)

4． こんなに
たくさん、一人で食べられません。(食べる)
5． スミスさんは英語もドイツ語も中国語も話せます。(話す)

6． この川の水は飲めません。飲むと、おなかが痛くなります。(飲む)

7． この店にはジュースや茶しか
ありません。おせけはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅうもん),注文)できません。(注文する)

8． コンピューターの故障が直り
ました。Eメールが送れるようになりました。(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おく),送)る)
9． 子どもが一歳半になりました。歩けるようになりました。(歩く)

10． 毎日忙しくて、友達と一緒に映画を見に行けません。（行く）

～しか・・ない

名詞(＋助詞)しか・・・ない

朝はコーヒーしか飲まない。I only had coffee this morning.
一時間しか待てません。I can ony wait for an hour.

ポイント３　可能の意味がする動詞
（1） 可能の意味がする動詞は、可能動詞を使う必要はありません。

テレビのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(おと),音)が大きくて、電話のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こえ),声)がよくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(き),聞)こえません
。

今日は天気がいいから、星がよく見えます
。

山田さんはゆっくり話してくださいので、よくわかります。

（２）　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(むせいぶつ),無生物)がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しゅご),主語)の文は可能動詞は使いません。


ｘ　あ、水がよく流れられません。－→あ、水が良く流れません。


ｘ　電池がないので、このおもちゃは動けません
。　――＞

　　電池がないので、このおもちゃは動きません。

問題３　(　)の中の動詞を適当な形にして、＿＿＿の上に書きなさい。

例　この鞄は大きいから、たくさん入ります。（入る）

１．EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けが),怪我)
をしてしまったので、来週のスポーツ大会には出られません。(出る)

２．工事中なので、こちらのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(い),入)りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぐち),口)
は入れません。(入る)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひがしぐち),東口)からお入り下さい。
３．テストは難しくて、ぜんぜん分かりません／ませんでした。(分かる)

４．きょうはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なが),長)い時間歩いたので、疲れました。もう歩けません。(歩く)

５．＜新幹線の車内で＞晴れた日は、こちら側から富士山がよく見えます。（見える）
６．<EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かいがい),海外)ニュースで＞

A：もしもし、こちらは東京です。バクダッドの山本さん、聞こえますか。(聞こえる)

B：はい、バクダッドの山本です。

6． A：このの手紙、３，４日でアメリカに着くでしょうか。（着く）

B：さあ、難しいでしょう。

８．あれ、このパソコン、動かなくなってしまいます。（動く）壊れたのでしょう。
� 少し 【すこし】 (adv,n) (1) small quantity;


� 見学 【けんがく】 (n,vs) inspection; study by observation; field trip;


� 貸し出す 【かしだす】 (v5s,vt) to lend;


� 見物 【けんぶつ】 (n,vs) sightseeing; 見物 【みもの】 (n) a sight; an attraction; something worth seeing


�差す 【さす】 (v5s,vi) (1) to raise (stretch out) hands; to raise umbrella;


�其の儘(P); 其のまま 【そのまま】 (adj-no) (uk) without change; as it is (i.e. now);


�立ち上がる 【たちあがる】 (v5r,vi) to stand up;


�こんなに (adv) so; like this; in this way;


� しか (prt) only; nothing but;


� 治る(P); 直る(P) 【なおる】 (v5r,vi) (1) (esp. 治る) to be cured;直す　他動詞


� 聞こえる(P); 聴こえる 【きこえる】 (v1,vi) (1) to be heard;


� 見える 【みえる】 (v1,vi) (1) to be seen;


� 動く 【うごく】 (v5k,vi) to move; to stir;


� 怪我 【けが】 (n,vs) injury


� 入口(P); 入り口(P) 【いりぐち(P); いりくち; はいりぐち】 (n) entrance;





